
独立行政法人水資源機構　丹生ダム建設所

平成20年10月29日（水）～　平成21年２月４日（水）

湖北田園空間博物館　総合案内所（JR高月駅に隣接）

●展示状況

湖北田園空間博物館における水源地の紹介

淀川の源 高時川　－先人たちの知恵と偉功を巡り、洪水を知る－

日時：

場所：

目的： 　平成19年度の展示に続く第２弾として、近畿圏の水瓶である琵琶湖、その源流に位置
する高時川における治水対策に係る歴史的な事項、洪水時の状況等を紹介。治水対策の
必要性を理解してもらい、引いてはダム建設事業の必要性を婉曲的に知ってもらうこと
を目的とする。

【田園空間博物館とは？】

　①建物内の博物館とは異なり、地域全体を「屋根のない博物館」とする地域づくり

　②農村地域にある自然環境や水路、建物等のほか、地域の産業、歴史や伝統、文化、住民の生活

　　を含めた有形・無形の地域資源を展示物に見たてている

　③『湖北田園空間博物館（総合案内所）』は、田園空間整備事業の一環で建設された

　④事業主体は滋賀県で、管理主体は５市町（長浜市、木之本町、高月町、湖北町、虎姫町）

　⑤田園空間整備事業は、農林水産省が補助事業として実施している（全国に56箇所）

　　　（出典）・農林水産省HP　http://www.maff.go.jp/nouson/nouson/denenkuukan/index.htm

　　　　　　　・滋賀県HP掲載　田園整備事業（田園空間整備事業）の平成18年度計画変更資料

洪水状況写真のパネル 流域模型展示と資料閲覧

面積で８畳相当の流域写真総合案内所の入口



●治水の歴史や先人の知恵に関する展示パネル
　高時川における治水対策に係る歴史的な事項として、次のようなものを展示した。

①姉川・高時川流域　斜め写真

②姉川・高時川流域を襲った洪水被害

③先人たちの知恵と偉功

(a)田川カルバート、(b)充満寺の梵鐘、(c)泉水と早鐘、(d)洪水の様子を伝える書簡、

(e)洞寿院境内　森本警部水難の碑、

④高時川は天井川

(a)姉川・高時川での治水対策の必要性、(b)ダムの洪水調節とは？　※ダムの話は一般論

＜コラム＞水資源機構とは？

⑤今も生き続ける　自主水防の伝統

(a)シガラ、(b)五徳縫い、(c)月の輪、(d)木流し

パネル① パネル②

パネル③-1 パネル③-2

パネル④ パネル⑤



●高時川を襲った洪水の状況に関する展示パネル
①昭和50年８月23日　台風６号　による洪水

②平成18年７月19日　梅雨前線　による洪水

●姉川・高時川流域写真
　流域住民の居所と、河川との位置関係を知らしめることを目的に、流域写真を展示した。

①８畳（面積相当）の大きさの流域写真を展示

②流域写真は、各家が判別できる程度の解像度

※写真には、主要幹線道路、JR駅等の目印を表示

※丹生ダム建設予定地、丹生ダム建設所の位置も表示

あった～

うちはどこやろ？



●姉川・高時川斜め写真（別角度）
①姉川・高時川の流域斜め写真について、別角度の写真も展示

②写真は、水土里ネット湖北（湖北土地改良区）の提供

●閲覧物

①高時川の風景写真（平成15年１月～平成20年６月の各月に４枚づつ選定）

②高時川の定点写真（平成15年１月～平成19年12月の各月に１枚づつ選定）

　高時川の四季折々の風景を知って頂くために、職員が定期的に実施している『河川巡視』等に
おいて撮影した写真をまとめた冊子を作成して閲覧した。冊子は直営で作成しており、以下の内
容から構成される。



●丹生ダムホームページの紹介
①丹生ダムホームページの紹介パネルを設置（トピックス記事、その他情報の掲載）

②携帯電話からのアクセスも容易にするため、ＱＲコード（二次元バーコード）を併記

③掲示しているパネルの電子データ（PDF）をホームページよりダウンロード可能

●来所状況

●新聞記事
　以下の新聞において、企画展示のことが紹介された

①滋賀夕刊　　　　　　　　　平成20年12月11日（木）　※モノクロ写真付き

②中日新聞（滋賀びわこ版）　平成20年12月12日（金）　※カラー写真付き

ＱＲコード
※カメラ付き携帯電話の機能に
　ある『バーコードリーダー』
　を使用してＱＲコードを読み
　込むと、『お知らせ記事』の
　アドレスが表示される。

高月幼稚園の園児が来所（平成20年12月10日） 洪水写真の説明（丸山所長）

流域写真の説明（丸山所長） 流域写真で幼稚園探し




